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本校では豚を飼育しており、過去４年間の経費を見ると約６割が飼料費にかかり、見直しが必

要でした。現代の畜産経営は規模拡大を図り、多頭飼育することで収益を増額させる経営が多

く見られます。しかし、本校の豚舎は構造上飼養頭数が限られ、小規模での経営になり収益を増

額させる手段は、生産・販売方法を改善させる必要がありました。これらの課題を解決するため

に、飼料費を抑える有効な手段としてエコフィードを利用して、飼料設計により肉質の向上を図

り販売を行うことで、経費減額、収益増加、食品廃棄物の普及に繋がるのではないかと思い本

プロジェクトの活動を始めました。 

 

豚用飼料の開発、生育・肉質調査を経

て「シンデレラポーク」のお披露目会も開

催し、メディアを通してエコフィードの価値

を発信することができ、畜産農家に徐々

に広がりを見せています。 

肥育豚にかかる飼料費は昨年度より一

頭当たりマイナス９４％、全体で約４７万５

千円の削減となりました。高品質な豚肉

に仕上がり、一頭当たり約２倍の収益増加

になりました。さらに企業の食品廃棄物を

約３７トン利用した事で、企業経費を約８０万円抑えることができ、資源循環型社会の貢献になり

ました。お披露目会を開催し情報発信を行った事で、食品廃棄物を地元の畜産農家５軒に普及

することができました。今後はエコフィード認証を取得し、さらなるエコフィードの普及活動と国

産豚肉の消費拡大を目指し、地域に貢献できるような取組をしたいと考えています。 


